
資料５ 

「沖縄の産業振興のあり方検討会」の設置について 

 

１．趣旨・目的 

沖縄は、インフラ整備に加え税制等の各種優遇措置が講じられ、産業面では観

光産業をはじめ IT産業やバイオ関連産業などにおいて、関連収入や雇用の拡大

につながっているが、平均所得や労働生産性では全国最下位となっている。 

 

こうしたことから、まずは現状把握の観点から、新型コロナウィルス感染症感

染拡大による影響等も勘案したうえで、沖縄の特性を活かした製造業や高付加

価値産業である IT産業及びバイオ関連産業などの各種産業について、定量的デ

ータ等の分析や、地域経済へのインパクト等の分析・評価を行う。また、それぞ

れの産業分野において、立地や集積に適した業種・業態の分析や、より高付加価

値な業種・業態の定着・集積の方策についての検討を行う。 

これら分析等を行うとともに、中長期的な観点から沖縄経済の成長に資する

産業振興のあり方について検討するため、「沖縄の産業振興のあり方検討会」（以

下、「検討会」という。）を設置する。 

 

２．検討会メンバー 

  学識経験者、産業界、行政からなるメンバーで構成する。 

 

３．検討会スケジュール 

 第 1回：令和２年９月上旬 

    ・沖縄の産業の現状と課題整理 

    ・重点産業分野（2分野程度）の検討 

 第２回：令和２年１０月頃 

    ・各産業分野（3分野）の定量的データ分析及び評価（その 1） 

    ・沖縄に適した業種・業態の整理（その１） 

 第３回：令和２年１２月頃 

    ・重点産業分野（2 分野程度）の定量的データ分析及び評価（その２） 

    ・沖縄に適した業種・業態の整理（その２） 

    ・中長期的な産業振興のあり方にかかる検討 

 第４回：令和３年２月頃 

    ・中長期的な産業振興のあり方にかかるとりまとめ 


